
■□■リーチについて■□■

●リーチのメリット
リーチだけでも、あがれる。

「リーチ」の1翻が付く（つまり点数が倍になる）。

裏ドラが期待できる。

他家にプレッシャーを掛ける。

●リーチのデメリット
聴牌が他家にばれ、警戒される。

手変わりできない（ドラを引いても、ツモ切らざるをえない）。

他家に狙い撃ちされる可能性がある。

例：萬子の混一色でリーチ。

　　当然捨牌は、索子と筒子だらけ。

　　他家は、索子や筒子で待てば、かならず振り込む。

降りる（守りの体勢を取る）ことが出来ない。

リーチ棒の千点を出す。

例：「リーチのみ」では、出和了りで千点。

　　それだったら、リーチ棒を出さなくても

　　２千点・4千点の手をじっくり作ったほうがいい。

　　リーチ棒を出して、他家に和了られたら元も子もない。

★リーチを掛けていい時
どうしても役なしのテンパイで、ドラが2枚以上ある。

字牌を切りつづけて、字牌待ち。

ドラ待ち（他家にドラを振り込むことがない）。

“迷彩”が出来ている。

例：索子をたくさん捨てていて、間e待ちなど。

★リーチを掛けない時
最終局で、自分がトップ

例：リーチで、セコく点を稼がなくても、安く早く上がればよい。

シャンポン待ち、カンチャン待ちなど、和了り牌が少ない。

例：待ち牌によって、和了りやすさは、大きく違う。

@#$%^なら、!$&の11枚（多面聴）（$は自分が1枚使い）。

@#なら、!$の8枚（両面）。

!#なら、@のみの4枚（カンチャン）。

!@なら、#のみの4枚（ペンチャン）。

@@&&なら、@&の4枚（シャンポン）（それぞれ2枚使い）。

和了り牌によって、点数が大きく違う。

例：例えば次のかたち。

$%^&*345ertii

#なら、平和/タンヤオ/三色で、最低でも８千点（満貫）。

^では、平和/タンヤオで、最低２千点。

(なら、なんと平和のみで、たった千点。

ここでリーチしたら、(だと、2千点にしかならない。

だったら、ダマテンで、#が出るのを待つ。



■□■牌筋研究■□■

●間四ケン ●リャンメン+カンチャン

捨牌 危険牌 原形 捨牌 危険牌 原形

1と6 25 1346 1→3 25 1334
2と7 36 2457 2→4 36 2445
3と8 47 3568 3→5 47 3556
4と9 58 4679 4→6 58 4667

5→7 69 5778
●またぎ筋 5→7 14 2357
捨牌 危険牌 原形 6→8 25 3468
1→4 25 1344 7→9 36 4579
2→5 36 2455 9→7 58 6779
3→6 47 3566 8→6 47 5668
4→7 58 4677 7→5 36 4557
5→8 69 5788 6→4 25 3446
9→6 58 6679 5→3 14 2335
8→5 47 5568 5→3 69 3578
7→4 36 4457 4→2 58 2467
6→3 25 3346 3→1 47 1356
5→2 14 2235

●カンチャン整理

捨牌 危険牌 原形

4→6 3 2446 相手の捨牌をみることで、

6→4 7 4668 原形から、どういうふうに捨てていったか

3→5 2 1335 予測ができ、相手の待ちが予測できる。

7→5 8 5779 絶対的なものではないけど、セオリー。

●ペンチャン整理

捨牌 危険牌 原形

1→（即）→2 3は安全 12は孤立

1→他の牌→2 3は危険 124から5ツモ

2→1 3は危険 1245


